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１. 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 
  売上高（またはこれに相当する事項）の会計処理の方法の   
最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無  ：  無 
 
 
２. 平成 16 年 3 月期第１四半期業績の概況（平成 15 年 4 月１日～平成 15 年 6 月 30 日） 
 
(1) 連結経営成績の進捗状況                  (注)百万円未満は切捨表示 
 売上高 経常利益 

 百万円 百万円 

16 年 3 月期第1 四半期 115,628 1,574 

（参 考）15 年 3 月期 113,038 1,128 

（注）1.上記数値は当該四半期までの累計値です。 

2.当社は平成 15 年 1 月 31 日に設立されたため、前年同四半期の実績はありません。 

3.(参考）として記載した平成15 年 3 月期の経営成績は平成 15 年 1 月 1 日から3 月 31 日 

までの 3 ヵ月間の数値です。 

 

【連結経営成績の進捗状況に関する定性的情報等】 

当第１四半期における我が国経済は、後半において株式市況の持ち直し等、一部に回復の兆しが見ら

れたものの、依然デフレの深刻化、長期に亘る雇用情勢の悪化から抜け出せず、個人消費の低迷･設

備投資の抑制等により引続き厳しい状況で推移しました｡ 

 

世界の石油需給動向につきましては、捗々しい景気回復が見られないまま不需要期を迎えましたが、

イラク戦争終結後の同国の輸出動向も視野に入れて OPEC 諸国が増産を自重したため、大幅な供給

過剰には陥ることなく、原油価格も期中を通じて当社の当初想定を上回る水準に維持されました。 

 

このような環境の下、上流部門においては、米国天然ガス価格が堅調に推移したことから、また、

下流部門においては景気低迷による軽油等の販売の減少を堅調な電力向け C 重油販売が補ったこと

から、連結売上高は 1,156 億 28 百万円、連結経常利益は 15 億 74 百万円となりました。 

 

 

(2) 当該四半期において企業集団の財政状態および経営成績に重要な影響を与えた事象 

該当する事項はありません。 
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３. 平成 16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15 年 4月 1 日 ～ 平成16 年 3 月 31 日） 
 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 
一株あたり 
予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

中間期 230,674 1,633 1,385 20  48 

通  期 451,131 4,328 3,725 55  10 

 （参考）＊ 433,340 47,277 1,298 19    15 

＊ 当該数値は、平成 16 年 3 月期連結業績予想と比較可能な経営統合前の当社グループの業績規模の

参考値を示すため、アラビア石油㈱の平成 14 年 1 月 1 日～平成 14 年 12 月 31 日の連結会計年度の

連結財務諸表と富士石油㈱の平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日の連結会計年度の連結財務

諸表を結合し、作成したものであります。なお、結合にあたっては、結合会社相互間の取引高につ

いては消去しておりますが、内部利益の消去については金額が僅少であるため行っておりません。

また、両社の決算期の違いの調整は行っておりません。一株あたり当期純利益は、結合によって作

成した数値を当社の平成 15 年 3 月期の期中平均株式数（潜在株式なし）で除した数値であります。 

なお、経常利益の数値が著しく減少している理由は、アラビア石油㈱の事業形態がクウェイト国と

の利権協定に基づくものから、同国との新契約（技術サービス契約、原油売買契約、融資契約）に

基づくものに移行したためであります。 

 

（注）上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。    

実際の業績は様々な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

【業績予想に関する定性的情報等】 

当第 1 四半期におきましては堅調な業績となりましたが、今後の原油･製品の需給動向につきまして

は、まず原油についてはイラクの原油輸出の年内正常化の見込みが影響し供給過剰感が出始めており

価格の下落基調が相当程度見込まれること、また、製品においては電力向け C重油需要減をはじめとす

る需要動向および国内市況動向が不透明であることを十分考慮すべきであると考えております。このよ

うな状況を勘案いたしまして、現時点では平成 15 年 5 月 30 日に開示いたしました上記平成 16 年 3 月

期中間期・通期連結業績予想の内容を変更いたしておりません。 

 
 
以上 

 
 
 
（注）本情報開示後 12 時間が経過する時点（日本時間 2003 年 8 月 8 日午前 4 時頃）までは、

当該情報のお知らせをご覧になった場合、証券取引法第 166 条第 3 項及び同執行令第 30
条の規定により、インサイダー取引規制に関する第一次情報受領者となりますので、十
分ご注意願います。 

 
 


